
地域の音と振動 

 

 

 

 



１．新聞記事から

（１）九州新幹線の建設 

（２）熊本空港夜間便就航問題 

乱気流

日経新聞の真実

 

 



２．地域の音環境

２．１ 音環境問題の次元

音環境の特徴 

 

 

２．２ 音環境の管理  

地域の音環境の管理： 



２．３ 望ましい音環境  

 

 

２．４ 望ましい音環境実現のための計画



２．５ 公共空間の音環境

２．６ サウンドスケープ  



３．地域の騒音  

３．１ 騒音源 



３．２ 音源の形状 

３．３ 音源の時特性 

３．４ 騒音規制法（昭和 43 年法律第 98 号）の概要

３．７



３．５ 騒音に係る環境基準について（平成 10 年環境庁告示第 64 号）



３.６ ３．７

３．６ 航空機騒音に係る環境基準について（昭和 48 年 12 月 27 日 環境庁告示第 154 号）
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３．７ 新幹線鉄道騒音に係る環境基準について（昭和 50 年７月 29 日 環境庁告示第 46 号）



 

 

４．地域の振動

４．１ 振動汚染の発生 

４．２ 距難減衰と伝搬径路での遮断 



４．３ 振動汚染の特性 

４．４ 振動規制法の概要（昭和 51 年法律第 64 号）



 

４．５ 振動対策 

 

 

 

５．騒音・振動による被害

 

５．１ 国道 43 号線事件・最高裁第２小法廷判決（平成７年７月７日）



５．２ 大阪国際空港事件・最高裁大法廷判決（昭和 56 年 12 月 16 日） 

1

2 4

1 2

3 4

3 4

５．３ 名古屋新幹線事件・名古屋高裁判決（昭和 60 年４月 12 日） 



５．４ 近隣妨害に関連する訴訟 
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